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〈　ポツダムよりの音信　〉
　　　　　［＝・一；荒　木　俊　三一
　漸く秋らしくなって，洛北洛南の山々に松茸の香がただよひ，木の葉もや
がて色づこうと言ふ条日此頃になると，例年きまったやうにポツダムの秋が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンス　シ　嬉しくなる．ブリ1ドリヒ大帝が螢んだ無憂宮の批麗さや，サンス1シ1公
　　おもむき園の趣も忘れられぬ想い出ではあるが，それにも塘してテレグラ1フエン
ベルグの丘の秋色は又格別である．ボヘミヤ・ガラスのやうに澄み渡った紺
碧の室の下に，もう今頃は森の木の葉が限のさめるやうな黄色を呈してみる
であらう。そこには懐かしいポツダム天文憂があり，アイシュタイン塔があ
る．
　オリムピックの委員として，叉大阪プラネタリウムの囑託として猫逸1白林
に遠征した高木公三郎君からの書信は，ポツダムの昨今を傳へてうれしいも
のである．その昔の想い出がしみじみと胸に湧く．
　　　「荒木俊馬先生
　　　　　　　1936　年　9　月　4　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　在伯林　高水公三郎拝
　只今ル！デンドルフ先生のところがら蹄って参りましたところです．今日
の非常に嬉しかった尊詠を，兎も角，先生に御帳告申します．此の手沃が先
生のお手許にとどきます頃は京都も秋らしくなって，1年中で最も氣持のよ
い時ではなからうか等と考へ，又，洛北一一帯の氣持よく晴れた室も想い出さ
れます。昨年先生方のおともして参りました，貴船や八瀬を思い出したの，
花山附近，將軍塚の景色，そして例によって瀬田川や琵琶湖を祝ひます．
　先生がよくお話し下さいました様に，今の伯林は全く日本の初秋と言った
感じで，朝夕の少し冷えるのも眞に清清とした氣持を與へて臭れます．V・く
らか族慣れて，ズウズウしくなった安易な心持で，綺麗に家々が立ち揃った
伯林の街を歩いてみますと，こんな虞にもっと，もっと長く居て，ゆっくり
勉彊が出來たら，と言ふ様な望みが，しみじみと湧き出して來ます．勿論早
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く齢って，皆様方とお目にか～るのは何にもまして了しみではありますが，
時としてさうした全く反封の氣持になります．
　今迄3同，門までは訪ねましたが，先生が御不在だつたので，お目にかs
れなかったので，昨日は思ぴ切って，お電話しました．幸に先生は御在室で，
しあ，K：yotoからか。何時來るか，早く來い「と七つ下さいましたので，今朝
の10時と約束致しました，
　昨夜からは，一寸した會話の本で，特にし訪問「と言った章を勉張しまし
て，今朝の電車の内でも，丁度，作文の試験を受けに行く回持ちでそれを績
けました．
　朝から小雨が降って居ましたが，やうやく晴れて，雲間からは陽光も出，
ポツダムからの道々が特に美しく思はれました．
　美しい岡に，先生から戴V・たお手紙や，お土産の品と名刺とをもって，心
をおののかせながらベルを押しました．
　すぐお部屋へ案内され，ル1デンドルフ先生は態々戸のところ迄，互きい
手を差し伸べて來て下さいました．
　先づ最初に，Lグ1テン・タ1グ＿．．．ヘル・ブロフツif　1「と申して握手を
しました．そして次ぎに私はしお近附きになる事が出來て，大攣嬉しく存じ
ます「と言ふ心算でしkが，綺麗な白い頭髪をなでながら，先生の：方からしど
うぞ，お掛けなさV・．そこの安樂椅子の方がゆった1）して好いでせう．それ
とも此の椅子にしますか．工合悪くはないでせうね「これは，辛うじて意味
が回りましたのでLダンケ・ゼ1ヤ■とお禮を申しましたら，次が出なくなっ
てしまひました．
　先生は私を座らせて，先生（荒木）からのお手紙を讃み初められ，時々私の
方を見て微笑したりして，又讃み績けられました．後から考へますと，お笑
ひになったのは，
L然し，貴下にして，甚だゆっくりとお話し下され候御親切有之候はば，彼は
恐らく貴下の御言葉を幾分諒解する事も亦得んかと存じ上げ候「のところで
はなかったかと思ひました．併し，御手紙をお讃みになってからは，極めて，
それこそうングザ1ム（ゆっくり）に話して下さいましたので，先生のお話は
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完全に了解出來ました・併し・そう急にお返事が出來ないのでLヤ1■とか
しナイン「とか言って・あとを考へてるると，もう次ぎの2e話になって居るの
で，之は少々悲しい思いを致しました．
　親切に色々話して下さった上，助手の人に，あらゆる機械を見に案内さし
て下さいました．荒木先生が御勉彊されたお部屋も見せて戴きました。アイ
ンシ＝タイン塔も隈なく見せて戴き，色々と親切なお話をして下さV・ました．
　プラネタリウムの事を申しましたら，今頃はツァイスは軍部の仕事に多忙
だし，工揚をゆっくり見る事は不可能かも知れない，と申され，日本にも，
いyプラネタリウムがill肥るのは良い事だ．　Tokyoか，　Kyo亡。か等聞かれる
のでOsakaですとrl｛しますと，一寸不思議さうな顔をされました．
　お土産の品を出しますと大攣喜ばれました．いつも日本からの「開勿は大攣
美しいし可愛いNと言って，人形の事，書の事などを聞かれました．私自身
も，實は，宮島の夜景の板書を1枚額に入れて持参しました．そして之は，
荒木先生が，昔住はれた事のある廣島から程遠からぬところで，日本三景の
一だと申しましたので可なり興味を持って下さった様子でしたが，日本三景
と言うのは，もう…つ論罪不充分で，もっと他の意味にとられたかも知れな
いと思いました．
　男爵フォン・デア・パ1レン先生のは，君自身渡さないかと言って，パ】
レン先生を探して下さいましたが，お忙がしい二子だつたのでルiデンドル
フ先生にお願い申しました．
　約2時聞牟，色々とお邪魔しまして，お別れ申しました．しまたお出でなさ
V・「と何同も言って下さいましたそれに荒木一先生と李山先生に宜しく申し
て異れと云はれました．わざわざ門のところ迄，先生自身でお邊り下さいま
したのには全く恐縮中しました．
　再び來て，先づドイツ語を，次ぎに天文の勉張がしたいと思ひますと申し
ましたら，：是非來い，と言って下さいました．
　こちらに滲りましてから今日程嬉しV輕験をした事はございません。私は
遙かに荒木先生に：衷心御禮申します．
　諸先生や皆様方にどうか宜敷く御平へ下さい。」
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　高木君の手紙は以．hの通りであっ疫．ポツダムの様子がまのあたり浮んで
來て，久し振りに，何ども言ぴ知れぬセンチメンタルな氣持がするのであっ
た．
　それから2，3馴してル1デンドルフ教授から手紙を受け取った．ル1デン
ドルフ学長は欧洲大戦で勇名をはせ充，人も知るル1デンドルフ孤軍の令弟
で，その風貌も亦野州軍に髪髭たる堂々たる人であるが，高木君の手紙の中
にL綺麗な白v・頭髪をなでながら■とあるのを見れば，彼も近頃は大分，年を
とられた事であらう．こうした事を考へ，あの門下に似ぬ優しい手紙を諌む
のであった．その手紙には次のやうに書いてあった．
　『我が親愛なる同僚よ．
　　爾3日前，貴下の弟子高木氏訪ね來られ，貴下よりの書面並びに美しき
絵及び可憐なる人形は正に落手仕り候．何はともあれ，先づ難有く御艘申し
上げ候．斯くの如き日本の品は何時みても麗はしきものに有之，下れにても
みな有頂天になるものに御座候が，小生も亦た正にその通りに御座候，然れ
ども，それにもまして，貴下が我がポツダム天文褻並びに我々の岨國に下し
て贈られし，何時迄も攣らざる貴下の忠實なる追憶こそ，まことに小生にと
っては嬉しき限りに御座候．貴下にして今再び當地に來られる事一こはや
がて共の機のあらむ事を切望して止まぬ所に御座候が一一一一：下れ有り候はば，
貴下は我がポツダムが二時tc比して遙かに麗しく相成れる事を蛮見せらるべ
しと存じ候．今宵，．當市民は新しき市長を頂き’申し候が，氏はポツダム市街
の美術化に多くの努力を惜ます，趣味を害するやうのものは患來る響け之を
市街より取のぞぎ候．現今，猫逸國内に於ては到る所㍉熱心に活動し，到る
所前進護岸の途に有之候．而して眞にzド和と統制とは保たれ，1918年より
1933年に至る時代は，今は輩なる昔しの悪夢として吾々より清え去り申し候．
高木氏も，又，實際，同地を甚だ満足に思はれたる様子に御見受け申し候が，
氏は蹄朝後，自身にて多くを物語り可有之候事と存じ候，
　當天交墓に於ても萬事好都合に滲り居り，塔望遠鏡（アインシュタイン塔
の事）の60糎射物鏡も今漸くツァイスに支梯出物る事と相成り候のみならす，
共他種々の小設備等建設又購入し得る蓮びと相成り申し候
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最後に，繰返し感謝の意を表し・心よ1）御挨拶申上げ候・早々敬具・署名」
　　　　　　　　　×　　　　　　　　　X．　　　　　　　　　×
　ブランデンブルグの李原と丘陵にも，漸く秋色が深くなる頃であらう．ワ
ンゼ1湖絆のハイキングもL孔雀島「の逡遙も，今はもう夢のやうな美しい思
い出となって仕舞つた・が，同じ星の世界に回しむ同僚たちは，日本の夜か
らも，プロシャの鴛からも，同じく月や星を通していつでも物語る事が出回
るやうに感ぜられる・（昭和11年9月27日）
一一一一ｨ唱・翻欝q・嘱⑪絢嶋
　　　　　　　　　　蒔計と鴬リムビツケ
　ベ1レリンで開かれたオリ．ムピツクの記録は如何にして最大精度を得たか？
以下Horological　Journal　9月號より軸温して御紹介しよう．近頃あらゆる工
臨方面で精密な記聞の測定は這々其の必要さを加へてるるが，此度のオリム
ピックでは庇等工學の杵を集めて共の記録には相當の苦心が沸はれてるる．
帥ちReich　Physico－Teclユnlcal　IIls庶u亡eでは之れが弘めに，わざわざ設計し
た精巧なフイルム・カメラで1秒聞に100同撮影して，各々のフイルムに時闇
を打録し，競扱絡10分後にはすでにスクリ1ンの上に再現する事が出來る．
これは前圓のロサンゼルス大倉に比べて時聞自百Llへと第一一歩を進め，猫逸鴇
眞工業の誇を示してみる．而もレンズ2個を立艦鏡的に拉べて，赤線二杁の
ブイルタ1を通して撮影したので出來．t：つた二二は頗る周鱗、に近く，競按の
結果に封ずる不正確さも杢く解清される課であるtt
　50粁徒歩とマラソンではレ1ブナi・クロノメ1タ】を要所々々に配置し
て，ピストルと時計相互は電丁丁に連絡され，走者が其の地黒占に近づけば特
別に装置されたテ｝ブに通過時間を正確に記録し，審判は翠に到着順序を記
録すればよい．この様な装置は全種目を通じて必ずしも必要では無V・が，特
にフェンシングでは共の必要性が認められる．然し現在の所では未だに刀創
が敵に鯛れる瞬i闇を電氣的に記録する域には達して居ない．1940年東京オリ
ムピックでは如何なる三三が考案されるか，科學日本の面目にかけてもその
實現が期待される．（時計生）
